






























の内容については、彼が帰国後に執筆した Japan: Its Architecture, Art, and Art 























リップ・オーウェン（Sir Francis Philip Cunliffe-Owen, 1828-1894）は、ドレッサー
の日本訪問の計画を知り、その際に東京の博物館に寄贈品を届けるようドレッ
サーに依頼した。これには次のような事情があった。ウィーン万博終了後、日










1876 年 10 月 6 日、ドレッサーはリバプールを出港した。彼は先ずアメリカ
のフィラデルフィアで開催されていた独立百年記念万国博覧会（以後フィラデ
ルフィア万博とする）を訪問した後、サンフランシスコから横浜に向かった。












































①西郷従道〔天保 4年－明治 35 年（1843 － 1902）〕
（A）薩摩藩
（B）尊皇派であった西郷従道は薩英戦争（1862）、禁門の変（1864）、鳥羽
















で上陸（p.2）。12 月 28 日、従道は関沢清明（③）を伴って東京でドレッサー
を出迎え、ひとまず自宅に案内した後、佐野常民（②）宅にドレッサーを
案内（pp.10-11）。その後、従道と佐野は浅見忠雅（④）を伴ってドレッサー
を江戸城へ案内した（p.13）。翌年 1月 16 日に再び従道らはドレッサーを
連れて兵器工場や造幣局、湯島聖堂などを訪問（p.43）。ドレッサーが日
本を去る 4月 2日（あるいは 3日）には、従道は西南戦争の最中にもかか
わらず、ドレッサーを見送るため横浜に駆けつけた（p.212）。
（E）［9］［10］［15］［20］［26］［27］
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1880 年にサウス・ケンジントン博物館から出版されたフランクス（A. W. 





































⑥田中芳男〔天保 9年－大正 5年（1838 － 1916）〕
（A）笠松藩












































（Sir Harry Parkes, 1828-1885）と共に大久保利通を訪ね、日本の工芸につい
て話し合った。大久保はドレッサーに日本の海外輸出の可能性について工
芸品の調査を依頼（p.40）。ドレッサーに博物館長顧問の称号を与え、3ヶ
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フランクス（A. W. Franks）著 Japanese Potteryは、塩田による‘A Report 
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 （ Longmans, Green, and Co., 1882 ）.







































































① 年齢 20歳代 1名、30歳代 6名、40歳代 6名、50歳代1名




















⑤は 15 名中 11 名が内務省に属していたことを示し、彼らの多くは内務卿大
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注
1　Christopher Dresser, ‘Eastern art, and Its influences on European manufactures and taste’, 
Journal of the Society of Arts （February, 6, 1874）, pp.211-221.ドレッサーの主な研究
書：Widar Halén, Christopher Dresser: a pioneer of modern design, （Phaidon,1990）; Harry 
Lyons, Christopher Dresser: The People’s Designer 1834-1904  （Antique Collections’ Club, 
2005）; Stuart Durant, Christopher Dresser （Academy Edition, 1993）; Michael Whiteway, 




史研究』第 35 巻、第 1号（No.122）（化学史学会、2008）、pp.1-17；「クリストファ ・ー
ドレッサーの『装飾デザインの原理』－明治のデザイン教育への影響」『愛知県立大
学大学院国際文化研究科論集』第 11 号（2010）、pp.25-47 も参照されたい。
2　ドレッサーは美には商業的価値があると説いた。Christopher Dresser, ‘Hindrances to the 
progress of applied art’, Journal of the Society of Arts （April, 12, 1872）, p.435 ; Principle of 
Design （Cassell Petter & Galpin, 1873）, p.1.
3　ドレッサーは彼の日本の美に対する愛情が、オールコックによって展示された日
本の工芸品との出会いから始まったと、オールコックに対して感謝の意を表した。
Christopher Dresser, ‘The art manufactures of Japan from personal observation’, Journal of 
the Society of Arts （February, 1, 1878）, pp.169-178. 日本に送られたこの原稿は「日本工
芸実見説」と題されて『勧商雑報』第 9号から 14 号（1878）に掲載された。これと
石田為武の報告書の比較について、拙稿「クリストファー・ドレッサーの見た明治初
期の陶磁器業」『近代陶磁』第 10 号（2009）、pp.17-24 を参照されたい
 　第 2回ロンドン万博の日本の出品に関しては、宮内悊「第 2回ロンドン国際博覧会
と日本の出品物について」『九州芸術工科大学一般・基礎教育系列研究論集 4』、（1979）
pp.41-108 が詳しい。
4　ドレッサーは美術工芸の専門書 The Chromolithograph にパリ万博の出品作品について
10 回にわたり連載記事を掲載した。その中でたびたび日本の展示品を取り上げてい
る。‘Paris Exhibition’, The Chromolithograph: a journal of art, decoration, and the accom-
plishments （Nov. 23, 1867~Feb. 15,1868）, pp.12-13, 18-19, 36-37, 51, 82-83, 97-98, 112-
113, 125-126, 138-139,154-156, 178-179. 
5　ウィーン万博に出品された日本の工芸品に関してドレッサーは以下の記事に所見を
述べている。Christopher Dresser,前掲書（注 1、1874）; ‘A retrospective glance at the 
Vienna exhibition, and a few thoughts about it’, The Furniture Gazette （Mar. 21, 1874）.
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6　Christopher Dresser, Japan: Its Architecture, Art, and Art Manufactures （London; Longman, 
Green & Co., New York; Scribner & Welford, 1882、Reprint：Kegan Paul, 2001、
Braithwaite Press, 2009）.なお、ドレッサーの日本視察旅行について、拙稿「クリスト
ファー・ドレッサーと『日本』― 明治初期の陶磁器業 ―」『近代陶磁』第 9号 2008、
pp.45-66（Japan の 一 部 抄 訳 ） と、‘Encounter with Early Modernization :Christopher 
Dresser and Japan in the Meiji Period’『愛知県立大学大学院国際文化研究科論集』2008、
pp.209-235 も併せて参照されたい。
7　Widar Halénの博士論文 : ‘Christopher Dresser and the Cult of Japan’ （unpublished, Oxford, 
1988）、及び前掲書（注 1、1990）。
























15　Christopher Dresser, 前掲書（注 6、1882）、p.63.
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24　ドレッサーの Japanには Mr. Shoida of the Tokyo Museum（p.212）と記されているが、
Shiodaの誤りであると見なし、博物局工芸科の塩田真を選択した（下線は筆者による）。
25　日本書籍協会（編）『大久保利通文書』（東京大学出版、1928、復刻再刊：1983）、第
六巻「三條公への建議書」、pp.465-482。
26　青木茂監修『竜池会報告』（竜池会、1885、禁売買、復刻版：ゆまに書房、1991）を参照。
27　『大日本美術新報』第１巻、第９号（鴻盟社、1885 年）、p.18。ドレッサーが言う「工
業上の三弊害」は石田為武の報告書『ドクトルドレッセ同行報告書』（1877 年）に記
述されたもので、要約すると、1）日本の工場は規模が小さい上に、製造する品種が
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多すぎる、2）製品が西洋の需要に合わない。3）品質と価格がイギリスへの輸出に向
かない。
